
１．はじめに

　筑波女子大学（以下���）では２００２年度か

ら本格的に留学生の受け入れをはじめた。そ

の後、学内的には留学生担当教員を配置す

る、外国人留学生担当者会議を発足するなど

の対応をとり、留学生の指導に全学的に当た

るような体制を整えてきた。

　本格受け入れ後１年半たったこの時期に、

留学生の学校生活、その他全般的な情報を得

ることを目的にアンケート調査を実施した。

結果は、学科毎の教育内容の改善の材料とし

て参考にする一方で、留学生の日本語の効果

的な指導のための資料として利用したいと考

えている。

　さらに、他大学で行っている同種のアン

ケート調査との比較をすることで、本学の留

学生支援の特徴、また課題を明らかにした

い。

　筆者らは日本語指導担当として、また留学

生指導担当として、留学生に関わってきた。

その経験から、留学生はそれぞれ個別の問題

を持っており、その個別の問題を無視して全

体でとらえることに問題がないとは考えてい

ない。しかし、調査の結果、共通の問題が発

見できれば、それは教育上、また学内のシス

テム上改善をしなければならない重要な項目

であると考える。

　今回の報告では、実施した調査のうち、留

学生の抱えている学業上の問題に当たる部分

を中心にまとめることとする。
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２．アンケート調査のあらまし

調査対象：���に在籍する留学生５９名

調査方法：学生課の協力を得て、調査票を留

学生全員に配布し、郵送または学

生課への提出などの方法で回収し

た。

調査事項：他大学（茨城大学など）で実施さ

れた調査事項を参考にし、調査票

を作成した。（資料参照）

主な調査事項は次の通りである。

　Ⅰ　基本事項

　Ⅱ　留学について

　Ⅲ　日本語について

　Ⅳ　学習環境について

　Ⅴ　留学生生活指導等について

　Ⅵ　生活について

　Ⅶ　交流活動について

　Ⅷ　留学生間協力活動について

　Ⅸ　卒業後の進路について

　Ⅹ　大学に対する要望等について

調査票回収率：調査対象者５９名中３５名から回

答が得られた。回収率は

５９．３％であった。

３．調査結果

３－１　基本的な事項（表１）～４））

　今回の調査に回答を寄せた留学生は、次の

ような出身、年齢、母語、所属であった。
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４）所属

３）母語１）出身 ２）年齢



３－２　留学の動機・���選択の理由など�

（表５）～７））

　留学の目的として、多くの学生は学士の取

得、日本で教育を受ける意義、を挙げてい

る。���を選んだ理由については、日本語

学校などの先生の薦めや、進学説明会で

���に関心を持ったことを挙げた回答が多

かった。また学びたい専門分野があったとい

う回答も目立った。

　また、入学前には���について学費、ア

パートなどに関する情報は得られていたと回

答している一方で、教育研究分野や教員の業

績など、「何を学べるか」に関する情報が不

足していたことがわかった。

　さらに、交通手段や、アルバイトなど生活

に関わる情報がもっとほしかった、というコ

メントが複数寄せられていた。
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６）���を選んだ理由（複数回答）

５）留学の目的（複数回答）

７）入学前の情報



３－３　日本語について（表８）～１０））

　ほとんどの学生が入学前に日本語を学んだ

経験あると答えた（なし１名のみ）。どの程

度の日本語のレベルで入学したかという自己

判断によると、３７％程度の学生が上級と答え

ているのに対し、１４％もの学生が中級前半で

あったと判断をしている。レベルのばらつき

があるのが特徴である。

　入学後は、主に授業で日本語の学習を続け

ているが、日常会話にも不自由を感じる学生

が少数ながらいることから、入学後も継続し

て授業などで日本語力の強化を図る必要性が

確認できた。 ３－４　学習環境について（表１１）～１３））

　ほぼ全部の学生が学習環境について満足し

ていることは、驚くべき結果となった。しか

し、勉強そのものついては、満足度が下がっ

ている。満足度が下がる理由として、留学生

自身の問題である日本語力、一般教養などを

挙げた回答が目立った。専門知識の不足を理

由としている回答も多いが、専門知識を学び

に大学に入学したことを思うと、仕方がない

とも考えられる。

　さらに、「一緒に学ぶ日本人学生のやる気

のなさ」を指摘した留学生がいた。
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１０）日常会話に問題があるか

９）　現在の日本語の勉強方法

８）入学時の日本語レベル

１１）学習環境に対する満足度
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３－５　大学の施設について（表１４）、図１））

　前項で学習環境には満足しているという結

果が出ていたが、個別の施設についての全体

的な意見は学習意欲を反映したものが多かっ

た。大学の施設についての結果を見ると、図

書館の利用率が非常に高いという結果が出た

一方で、留学生のためにある留学生コーナー

の利用率は低く、食堂もあまり利用しない留

学生もいた。

　電子レンジなどの設置、食料品の売店の設

置などを具体的に求めるコメントもあった。

　一番多かった要望は、図書館およびコン

ピューター室の利用時間の延長を求めたもの

だった。それに付随して、図書の充実、図書

館などでの学習スペースの確保、コンピュー

ター設備の充実、など学習環境に関わった具

体的な要望が多く寄せられた。

３－６　生活上の問題点（図２～４）

　生活上の問題として、多かった回答はアル

バイトと履修手続き、買い物であった。つく

ばという地域の特性も考えられるが、東京ほ

ど様々な意味で便利ではないことに起因する

問題であろう。

　相談相手として、同国人の学生が一番相談

しやすい相手であることは入学時も入学後も

変わりないが、積極的に留学生担当教員や学

生課職員に相談をしている様子もうかがえ

た。
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１４）利用度

１３）勉強上の不足点（複数回答）

１２）本学での勉強に対する満足度
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図１　各施設の利用状況

図３　入学時の生活上の相談相手（複数回答）

図２　入学時の問題点（複数回答）



３－７　奨学金について

　現在奨学金をもらっている学生は、回答者

中７名で、多いとは言えないことが明らかで

ある。コメントにも、奨学金についての不満

は多く寄せられている。留学生は奨学金の選

考基準についても大いに関心を持っているこ

とも明らかになった。

３－８　地域との交流（表１５）、１６）図５）

　地域との交流に参加していない学生が多い

ことがわかった。その理由としては、スケ

ジュールが合わないこと、勉強・アルバイト

が忙しいことを挙げている。さらに、交流活動

に関する情報がない、という回答も目立った。
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１５）地域の交流活動への参加

図４　現在の生活上の相談相手（複数回答）

図５　不参加の理由（複数回答）



　ただ、無関心な訳ではなく、自身ができる

交流内容として、「ことばを教える」「文化紹

介をする」「通訳をする」などを選んでいる。

３－９　学内の学生との交流（表１７）、図６）

　ほとんどの学生が日本人学生との交流があ

ると答えている。複数回答の結果、日本人学

生から知識を得るタイプの交流もあるが、留

学生が自分のことばや文化などを伝えるタイ

プの交流も多く行われていることがわかっ

た。

　コメントには、「日本人学生はやさしい」

「アメリカ以外の国にも興味を持ってほしい」

「日本語の間違いを直してほしい」「もっと親

しくなりたい」などが寄せられた。

３－１０　卒業後の進路（図７）

　結果を見ると、まだ定まっていない学生も

多いが、日本の大学院への進学希望者がもっ

とも多かった。自分たちが帰国した後も、大

学から専門分野の知識や日本の状況を知らせ

てほしいという要望もあった。
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１６）自分のできること（複数回答）

１７）交流の有無

図６　交流の種類（複数回答）



４．まとめ

　調査の結果から、���の留学生たちは概

ね学生生活に満足していることが分かった。

特に、小規模大学である���の特徴を、留

学生が理解し、享受している様子がつかめ

た。ただ個別に見ると、特に施設・設備面で

は、コンピューター室と図書館の利用時間に

ついての不満が大きい。夜まで、あるいは土

曜日の長時間利用は、勉学意欲の高い留学生

にとっては必要性の高い事項であることがう

かがえる。

　さらに、入学前に持っていた���に関す

る情報について、学費など留学生生活の経済

面に大きな影響を与える事柄に関しては情報

を持っていたが、教員の専門など、入学後の

教育に関わる事柄に関しては、あまり情報を

持っていなかった。現在の入試広報の様子を

見ると、コース制など、入学後学習出来る大

まかな専門については情報を提供しているよ

うである。さらに踏み込んだ情報を留学生に

積極的に与えるような努力が必要であろう。

つくばという地域に関する情報を提供する必

要性も高い。

　また、勉学に関して、日本人学生とある程

度良好な関係を持っているにもかかわらず、

日本人学生の勉学意欲の足りなさ、また授業

態度への不満を持っている留学生がいること

も指摘しておきたい。留学生は一般に勉学意

欲が高いことは前にも述べたが、留学生のそ

の意欲を損なわないように、日本人学生の意

欲を喚起するべきであろう。授業内で留学生

からよい影響を与えられるよう、双方のイン

ターアクションを含んだ活動を取り入れる、

などの工夫を教員が行っていくことが望まれ

る。

　地域のおける交流活動への参加状況は、茨

城大学（２００３）と比べると、少々低い（茨城

大学は「非常によく、よく、時々参加する」

が併せて約５０％）。留学生の受け入れが始

まって間がないことが影響していると考えら

れるが、���の学生が参加しやすい活動の

開拓・支援がよりいっそう望まれる。

　留学生は、卒業後の進路についての不安を

抱えている。進学意欲が高い留学生に、

���としてどのような指導をしていかなけ

ればならないのか、学内の体制をよく整理す

ることが重要である。さらに、就職したい留

学生には、現在の日本の経済状況や日本人学

生の就職状況などの情報を与えた上で、留学

生の就職情報を積極的に入手し、就職支援を

行えるよう、就職相談室を交えて考えていか

なければならない。

　留学生は、各大学の詳細な情報を独自の

ネットワークで入手し、留学生自身にとって

少しでも益のある大学に入学しようとしてい
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図７　卒業後の進路希望



る。留学生にとってよい大学が日本人学生に

とってよい大学ではない、ということはあり

得ないであろう。入学後の留学生の状況を確

実につかむ作業を続け、留学生にとっても魅

力ある大学になれるよう努力する必要がある

と考える。
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